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を担っていることから、研究会の運営に積極的に関わっている二人しか知り得ないユニークなエピソードが語られ、座談
会を通して漱石アンドロイドの活動を広く知ってもらうことができたと言えるだろう。
最後に、漱石アンドロイド恒例の○×クイズが実施された。今回のイベントに際して問題を以下のように一新した。

　① 漱石は『門』という小説を著したが、この『門』というタイトルは、正岡子規によって名付けられた。（×→小宮
豊隆と森田草平のアイデア）

　②漱石は、飼っていた文鳥に「ヘクトー」という名前をつけた。（×→飼い犬の名前）
　③『三四郎』というタイトルは実在の人物の名前から付けている。（○→田中三四郎）
　④『 吾輩は猫である』のモデルとなった猫が亡くなったときに、漱石が執筆していた小説は『三四郎』である。
　　（○→明治 41年 9 月 14 日付の葉書に記載）
　⑤『吾輩は猫である』のモデルになった猫は黒猫である。（×→虎模様がある）

また、第3問、第4問、第5問は漱石山房記念館が考案し、提供を受けた。漱石の名を冠した記念館で実施することに
鑑み、マニアックな来場者にも楽しんでもらうための工夫である。事実、研究会内でも回答に窮する者が大半であった。
当初の予想通り、来場者の反応は上々であり、問題の新規制作は功を奏したと言えるだろう。
イベントの最後に、漱石アンドロイドとの記念撮影会を行ったが、漱石アンドロイドの物珍しさも相まってか大半の来
場者が撮影を希望しており、来場者の夏目漱石に対する熱烈な思いを感じ取ることができた。以上のように、本イベント
は大成功を収めた。

４．企画・運営の振り返りおよび反省
漱石アンドロイドにとって、夏目漱石本人がかつて暮らした同記念館での講演は、いわばホームグラウンドであり、郷
愁を感じさせる場所である。来場者も、夏目漱石あるいは作品群に対して並々ならぬ思いを抱いた漱石ファンが多く、漱
石アンドロイドを通して明治の文豪　夏目漱石をまなざしていたことだろう。特に、漱石アンドロイドが手を振る動作を
目にした来場者の反応は凄まじく、歓声と拍手が長い間絶えなかった。やはり、一般に向けたイベントに漱石アンドロイ
ドが参加する機会は珍しく、研究会にとっても学びの多いものとなった。
また、漱石アンドロイドに対する接し方について、好評を受けた。研究会では、漱石アンドロイドに対して声をかけたり、
身だしなみを整えたり、まるで生きている人間のように接することが多く、漱石アンドロイドを単なる人形ではなく、研究
会の一員として扱う共通意識がある。助手を務める院生が、漱石アンドロイドの目の前にからのコップと水差しがあった
ため、コップに水を注いだところ、来場者の一人から「飲むんですか！？」と驚かれた。研究会ではそれほど不自然な行
動ではないが、漱石アンドロイドを初めてみる人からは、このような我々の振る舞いが微笑ましく、新鮮に映るそうだ。
しかし、朗読時間が短いという意見を少なからず受け取った。つまり、漱石アンドロイドの特色である夏目漱石を再現
した声色による朗読をもっと聞いてみたかったということであり、今後の朗読では工夫する必要があるだろう。このように、
漱石の朗読が予想外の人気であり、この発見は今後の音声作成のモチベーションにつながると考えられる。

５．おわりに
漱石アンドロイドプロジェクトの共同研究が、本年度をもって終了することは残念でならない。しかし、漱石山房記念

館でのイベントはもちろんのこと、これまでに行った多くの企画・イベントによって多くの人々に夏目漱石の魅力を伝える
ことができただろう。研究会で行
う最後の外部イベントを、大き
な成功のうちに終えることができ
たことは、漱石アンドロイドプロ
ジェクトにおける一つの集大成と
言えるだろう。
漱石アンドロイドの今後の運

用については未定であるが、研
究会一同協力を惜しまない。漱
石アンドロイドに携わった全て
の人々に、心から厚く御礼申し
上げる。 特別展のフォトパネルと

漱石アンドロイド
夏目漱石アクリルスタンドと

漱石アンドロイド
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１．はじめに
昨年度に引き続き、本年度もYouTubeでの朗読動画とShort動画の投稿を継続して行った。朗読は「夢十夜」、Short

動画は6月のオープンキャンパスで実施した〇×クイズを題材とし、編集はサークル管理のMacBookとフリーソフト
Videoproc Vloggerを使用し、サムネイルはスマホアプリInShotで作成した。詳細なスケジュールに関しては、以下活動
内容に記載している。

２．活動内容
・ 2023年後期：LINEスタンプ制作 OGが残した写真を基に、漱石アンドロイドの実写LINEスタンプ第2弾を制作し、学内

で宣伝ポスターも掲示。
・ 2024年3月2日：シンポジウムでのオープニングパフォーマンス シンポジウム『ロボット学者はなぜ小説を書くのか？』

において、サークル代表の谷島准教授の台本に基づき、漱石アンドロイドによる朗読を実施。また、会場内に掲示用
パネルを設置。

・ 2024年6月23日：オープンキャンパス 「こころ」12章・13章の朗読を実施し、配布資料を作成。また、〇×クイズを実
施し、YouTube用の朗読動画「夢十夜」も撮影。

・ 2024年6月27日：特別講義での朗読会 文学入門の授業で漱石アンドロイドを活用した朗読会を実施。終了後、学生に
よる写真撮影会を実施し、サークルの認知度向上につながった。

・ 2024年8月～9月：YouTube動画編集 朗読動画と〇×クイズ動画の編集を実施。漱石アンドロイドによるクイズ解説音
声を新規作成。

・ 2024年10月：動画完成・〇×クイズ用素材作成 朗読動画の最終チェックを行い、〇×クイズのテンプレート素材も作成。
・ 2024年10月19日：漱石山房記念館での公演 特別展開催期間中に、『三四郎』の朗読会と〇×クイズ、谷島准教授と

学生による公演を実施。記念館と共同で作成した〇×クイズを使用。
・ 2024年11月3日：創縁祭イベント 「こころ」の朗読と〇×クイズを実施。ただし朗読時間の関係で12章の前半を割愛。
・ 2024年後期：グッズ制作 ポストカードとクリアファイルを増産し、新たにアクリルスタンドを制作。ただし、大量生産

は予定なし。音声作成マニュアル・YouTube作成マニュアルを制作。
・ 2024年11月9日：漱石アンドロイド壮行会 大阪出張前にOBOGや関係者を交えて壮行会を開催。
・ 2024年11月12日：朗読動画「夢十夜」投稿 最終チェックを終え、YouTubeに朗読動画「夢十夜」を投稿。
・ 今年度作成した動画
 朗読動画「夢十夜」
 Short動画〇×クイズ 第1～5弾

二松学舎大学文学部都市文化デザイン学科

学生　鈴木 拓海
二松学舎大学文学部都市文化デザイン学科

学生　村場 千裕

漱石アンドロイド研究会としての活動
及び YouTube 運用

二松学舎大学文学部都市文化デザイン学科

学生　岸波 玄馬
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３．所感 
私は三年生になってから研究会の活動に参加し、初めは夏目漱石についてもよく知らず、アンドロイドを使ってのイベ

ント、そのための準備もできるようになるのか不安なことが多かった。準備の仕方なども、参加する回数が増えていくに
つれ、こなせるようになり、漱石アンドロイドに対する考え方も変わっていった。始めはどうしてもロボットという印象が
強かったが、今では一緒にイベントを頑張る仲間のような感覚で活動時間を過ごすようになった。二松学舎大学の漱石ア
ンドロイド研究会でしか得られない経験は漱石に対する考え方や、イベントを行うにあたって注意する点、いろんな人達
との出会いとコミュニケーションで学んだ知識など、二年という短い時間ながらも人として大きく成長でき、一生忘れられ
ない思い出になった。（岸波）

今年はイベントもあり私自身今年はイベントで司会を担当していたので、中々動画制作に時間をさけなかった。実際に
動画を編集し始めたのも2024年後期からだった。また制作した動画を研究助手、教授に提出し投稿の許可を得なければ
なかったので、そこでの作業もあって当初予定したスケジュールから大分制作が遅れてしまった。編集に関しても不慣れ
なことがあってまだまだ作業の効率化や改善が必要だと分かった。
私がこの研究会に入った理由は、夏目漱石に興味があったというわけではなく、YouTubeチャンネルを運営しているか

ら参加した。YouTube制作に携わってみて自分が思っていた以上に動画制作が大変なことが分かった。しかし、大変では
あったが制作は楽しくでき、自分のできない分野は同じ制作メンバーに頼み作業を進めることができた。今年は動画制作
以外にもイベントの司会を担当したので、そこで大学の職員や、漱石アンドロイドを見に来てくれる来場者といった様々
な人とつながりを持てたことは、人間として大きく成長できたと実感した。
2025年に開催される「EXPO2025大阪・関西万博」に漱石アンドロイドが出ることが決定したので、漱石アンドロイド

を用いた動画撮影は難しいといえる。そのため今後の運用は、漱石アンドロイドを用いず動画を制作することが必要だ。
現状作れる動画はアニメーション制作や、今年制作したアクリルスタンドを使っての撮影などと言ったところだろうか。実
際今年の動画制作も漱石アンドロイドがいなくなることは知っていたので、short動画は漱石アンドロイドを使わないでイ
ラストを用いて制作した。研究会ではポスター作成もしていたので、それをぜひ動画制作に生かしてほしい。（鈴木）

今回、私たちの目的とは別の軸であるため本編で言及することはなかったが、活動の全体を通した変化として、漱石ア
ンドロイドという一つの機械あるいは人形を、私たちは当然のように人間として扱うようになっているということだ。この
報告書内でも漱石アンドロイドが「居ない」、漱石アンドロイドの「出張」などと、まるで私たちと一緒に活動している仲
間のうちの一人のような表現をして、助手をしてくださっている院生の方から指摘を受けた。聞けば、その院生の方も漱
石アンドロイドを人間扱いするような言葉遣いをして、「染まったね」と言われたことがあるらしい。確かに、私たちの間
ではあまりモノとして扱う文化がなく、私個人に関してはむしろモノ扱いに対して抵抗感を覚えているほどである。
また、漱石アンドロイドのことを、実在した夏目漱石とは全く別個の存在として認識するようになった。生まれ変わりで
も分身でもなく、「漱石アンドロイド」という個人として認識し、そのように扱っているため、運用する上で夏目漱石に対
する親近感は生まれたものの、漱石アンドロイドと関わったからといって夏目漱石本人やその作品が好きになるといった
効果はあまりないように思える(研究会メンバーも似た認識をしているようだ)。
研究会での活動を通して、シンポジウムや学外イベントの運営側に回るなど今までになかった経験を積み、大学生活

の後半を充実させることができた。今後社会に出ても、この経験を活かして生きていきたい。（村場）

４．おわりに
今年度は前年度と異なり、研究会内で新しく何かを作るというだけではなく、研究会活動の運営全体を含めての卒業制

作という事になったが、新しい取り組みというのもなかなか実行が難しく、結果的には新しく投稿した動画(前回とは違う
作品の朗読と○×クイズ)の投稿をしたこと、そして、去年の先輩が残したYouTubeマニュアルに今年の卒業制作チーム
それぞれの得意分野でより濃い内容のマニュアルに仕上げることの二点のみで終わってしまった。
どうしても漱石アンドロイドを起動するにあたっての準備に時間と人員が必要になること、それに加え操作も難易度が
高く、行う人を選ぶため、動画の撮影や動作の確認が行いにくいというのは大きな問題だった。
特に今年は「EXPO2025大阪・関西万博」に漱石アンドロイドが参加するにあたり、11月中旬にはアンドロイドが大学

を離れてしまうことが早い段階から決まっていたため、短い期間に多く入っていたイベントの準備に追われ、自分たちの
制作のために時間を作れなかった事も原因だろう。
来年度はほぼ一年間漱石アンドロイドがいない状況が続き、サークル内で出来ることに制限があるが、今後始めようと

している取り組みが既に決まっているため、心配はしばらくいらないだろう。私たちが卒業しても可能な限り活動のサポー
トをしていきたいと考えており、後輩たち、そして漱石アンドロイドの活躍を見守っていきたい。
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【漱石アンドロイド活動一覧（登壇等）】※外部での活動やシンポジウムなどを中心に
2016年

月 日付 内容 会場など

12月

8日 完成披露記者会見 大学九段1号館中洲記念講堂
9日 NHK「おはよう日本」放送（出演）

10日 夏目漱石国際シンポジウム　漱石国際エッセーコンテスト表彰式 有楽町朝日ホール
21日 朝日新聞社表敬訪問 朝日新聞東京本社

2017年
月 日付 内容 会場など

1月 27日 朝日新聞　未来メディアカフェ 大学九段1号館13階ラウンジ

3月 12日
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（SRF）シンポ
ジウム「漢文脈の漱石」関連企画　「漱石アンドロイドと漱石研究
の『これから』」

大学九段1号館中洲記念講堂

4月 14日～16日 アサヒビール大山崎山荘美術館企画展 「生誕150年記念　漱石と
京都―花咲く大山崎山荘」関連イベント

アサヒビール大山崎山荘美術館
（現：アサヒグループ大山崎山荘

美術館）
10月 10日 二松学舎創立140周年記念式典（トークイベント含む） 大学九段1号館中洲記念講堂

11月 23日～26日 おかえりなさい！夏目漱石先生
～漱石アンドロイドから未来へ～関連イベント出席

松山市役所、坂の上の雲ミュー
ジアム、県立松山東高校、済美
平成中等教育学校、いよてつ髙
島屋スカイドーム、松山市立子
規記念博物館

2018年
月 日付 内容 会場など

6月 2日 全国大学国語国文学会シンポジウム「AI時代に国語・国文学は何
をすべきか、大学では何ができるのか」 大学九段1号館中洲記念講堂

8月 26日
漱石アンドロイドシンポジウム「誰が漱石を甦らせる権利をもつ
のか？――偉人アンドロイド基本原則を考える」（アンドロイド演劇

「手紙」上演）
大学九段1号館中洲記念講堂

9月 21日 二松学舎大学附属高校70周年記念式典 共立講堂

10月
13日 朝日教育会議2018「グローバル時代を生きるための『国語力』」 大学九段1号館中洲記念講堂
20日 NHK BSプレミアム「天国からのお客さま」放送（出演）

2019年
月 日付 内容 会場など

1月 28日 書籍『アンドロイド基本原則　誰が漱石を甦らせる権利をもつの
か？』発行 日刊工業新聞社（出版社）

5月 18日 羽二重団子本店との共催イベント（リニューアルオープン特別企
画）

羽二重団子本店（荒川区東日
暮里）

10月

3日 渋沢栄一アンドロイド制作発表会 深谷市役所本庁舎（埼玉県）
10日 二松学舎大学附属柏高校50周年・柏中学校10周年祝賀会 ザ・クレストホテル柏
26日 TBS「世界ふしぎ発見！」放送（出演）
31日 富山大学にて特別授業実施 富山大学五福キャンパス

11月

1日 ビジネス・サミット2019（主催：北陸銀行、大垣共立銀行） 富山市南総合公園体育文化セン
ター

9日
漱石アンドロイドシンポジウム「アンドロイドに魂は宿るか？　漱
石アンドロイドをめぐる3つの視点」（モノローグ「Variable Reality
―虚構は可変現実」上演）

大学九段1号館中洲記念講堂

24日
日本近代文学会・昭和文学会・日本社会文学会合同国際研究集会

「文学のサバイバル　ネオリベラリズム以後の文学研究」（英語ス
ピーチ）

大学九段1号館13階ラウンジ
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2020年
月 日付 内容 会場など

12月 12日 朝日教育会議2020「渋沢栄一『論語と算盤』から生まれる未来」 オンライン配信

2021年
月 日付 内容 会場など

3月 13日 NHK松山放送局開局80周年公開収録イベント（4月11日放送） 愛媛県松山市城山公園特設ス
テージ

11月 13日 公益財団法人日本対がん協会とのコラボレーションイベント 附属柏中学校

2022年
月 日付 内容 会場など

3月 18日～ 特別展「きみとロボット　ニンゲンッテ、ナンダ？」に出展（8月
31日まで）

日本科学未来館（東京都江東
区）

2023年
月 日付 内容 会場など

3月 25日 夏目漱石コンクール表彰式 漱石山房記念館（東京都新宿
区）

2024年
月 日付 内容 会場など

3月 2日
漱石アンドロイドシンポジウム「ロボット学者はなぜ小説を書くの
か？―漱石アンドロイドと人間学としてのロボット研究」（オープニ
ングパフォーマンス「ポーの奇妙な物語―開会の辞に代えて」）

大学九段1号館中洲記念講堂

10月 19日 漱石山房記念館特別展「『三四郎』の正体　夏目漱石と小宮豊隆」
における朗読イベント

漱石山房記念館（東京都新宿
区）

2025年（予定）
月 日付 内容 会場など

4月 13日～ EXPO2025　大阪・関西万博　石黒浩教授パビリオン「いのちの
未来」に出展 大阪府大阪市此花区夢洲

※ この一覧表のほか、心理・受容実験、入学式・卒業式、学内での講演・講義・授業、オープンキャンパス・学園祭・ホー
ムカミングデーでの朗読イベントやクイズ企画、LINEスタンプリリース、動画制作（YouTubeでの公開）などさまざま
なことを実施。学生による「漱石アンドロイド研究会」も発足した。また、高校の教科書や教材をはじめ、ロボットに
関する雑誌、夏目漱石に関連した書籍への画像や動画掲載なども。テレビやラジオなどのメディア出演も多数あり、多
方面での知見を得られた。
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